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31・対向型ECT装置（島津・Siemens製）の使用経験

　　と基礎的検肘
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　昨年6月に，2台目のガンマカメラとして，島津・

Siemens社製対向型ECT装置を導入した．若干の基

礎的検討と，7か月間の使用経験について述べた．ZLC・

75（ガンマカメラ）2台と，シンチパック2400Sよりな

り，ECTの撮像は，64×64のmatrixで，5度ごとの72

枚のdata収集を行い，再合成はShepp－Loganのfilter

によるfiltered　back　projection法により行った．吸収補

正は，Sorensonの方法（f＝1）に準じて行った．

　結果として，①対向型180°データ収集と，一検出器

360°データ収集によるECTでは，両者の分解能（FW

HM，　phantom　study），均一性，吸収補正に差を認めな

かった．②ECTの1ine　source（99mTcO4－）のFWHM

は，1．85cm（中心より20　cm）で，距離がはなれても，

ほとんど変化がなかった．phantom　studyでは，φ1　cm

のhot　spot，φ1．5　cmのcold　lesionまで検出可能であっ

た．③対向型ECT装置は，　ECTデータ収集時の2検

出器の位置合わせが，やや面倒でまた2検出器間の，

電気的・機械的な厳密なmatchingが要求されるが，

ECT検査時間が半分に短縮し，　planar　imagingでも，

検査時間の短縮（特に状態不良例や緊急例に重宝）や，動

態シンチグラムの前後像の同時撮像可能などの利点を有

し，第一線の病院においては，実戦的な装置と考えられ

た、

32．膵のECT像の試み
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　膵の検査の内で，核医学検査は，侵襲が少なく，膵の

生理機能と関連がある検査として重要であるが，得られ

る像の画質には，いまだ問題があると思われる．われわれ

は，昭和57年1月より，75Se－methionineによる膵のcon－

ventional　Scintigraphyと同時にECTを施行してきた．

そこで，両者を対比し，ECTの臨床応用につき検討し
た．
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　75Se－methionine　400μCi投与の28例の比較では，正

常者10例中false　positiveは，　routineのscintigraphyで

2例，ECTで3例が認められ，また局在病変を持つ7

例中false　negativeは，両者ともになく，　routineの

scintigraphyとECTとに診断率の差を認めなかった．

　このために，1）99mTc　phytateで肝をsubtractionし

たECT像の描出．2）膵の良好なECT像を得るための

75Se－methionine投与量の推定を行った．肝のsubtrac－

tionでは，2種の検査のpositionのずれが起き易く，そ

の補正が困難であった．

　75Se　methionineの投与量の増加は，実験的にも，臨

床的にも，ECT像の画質の向上を示した．臨床的には，

被曝に対する配慮が重要であるが，膵の局在病変検出の

目的で，臨床応用の可能性が高く，今後も検討を続ける

予定である．

33．99mTc・スズコロイドによる肝血流の機能イメージ
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　99mTc一スズコロイド急速静注による肝の第1回循環時

間内での肝血流の肝動脈成分（Q。）および門脈血流成分

（QP）をHeight　ratio法で算出する方法を報告したが，

今回は各マトリックスごとに門脈血流比（％）で表示す

る肝血流機能イメージを作成したので報告する．

　患者は仰臥位とし，外頸静脈より急速静注し，多結晶

型カメラにて32×32のマトリックスサイズで1フレー

ム1秒，合計1，200フレーム，データを収録した．磁気テ

ー プを介してミニコンピュータ（D正C社：PDP　11／34A）

により，右肺，左心室，腎に関心領域を設定し，それぞ

れの時間・放射能曲線Lu（t），　H（t），　R（t）を得た．肝動脈・

門脈移行部はR（t）がピークとなる時間（t・）とし，門脈

血流がピークとなる時間はH（t）の再循環のピーク時間

（tp）とした．各マトリックスごとに右肺からの放射能の

影響を補正して得られた時間・放射能曲線L（t）から門

脈血流比（％）＝100　QP／（Q。→－QP）＝［L（tp）－L（t・）】×100／

L（tp）を算出した．肝の輪郭は1，200フレームのイメー

ジのマトリックスの最高計数の30％でカットオフして

設定した．さらに64×64マトリックスサイズに内挿補

間して拡大し，カラースケール16段階で肝血流機能イメ
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